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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年9月4日(2008.9.4)

【公開番号】特開2007-37464(P2007-37464A)
【公開日】平成19年2月15日(2007.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-006
【出願番号】特願2005-225683(P2005-225683)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/435    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/435   　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/18    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｐ  33/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月18日(2008.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【請求項１３】
　請求項１に記載のポリペプチド若しくはその断片、請求項２若しくは３に記載のポリヌ
クレオチド、請求項４に記載の組換え体分子、又は請求項５に記載のベクターを、マダニ
駆除の必要な対象に、有効量で投与することを含む、動物（ヒトを除く）におけるマダニ
駆除方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１４】
　請求項１に記載のポリペプチド若しくはその断片、請求項２若しくは３に記載のポリヌ
クレオチド、請求項４に記載の組換え体分子、又は請求項５に記載のベクターを、マダニ
媒介性感染症の治療又は予防の必要な対象に、有効量で投与することを含む、動物（ヒト
を除く）におけるマダニ媒介性感染症の治療又は予防方法。
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